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一　

は
じ
め
に

楚
辭
「
九
章
」
九
篇
は
、
古
來
よ
り
屈
原
の
現
實
的
境
遇
を
物
語

る
作
品
群
と
さ
れ
て
き
た
。
主
に
神
話
的
世
界
へ
の
飛
翔
を
述
べ
る

「
離
騷
」
と
は
異
な
り
、「
九
章
」
は
地
上
や
河
川
に
お
け
る
移
動
の

描
寫
を
多
く
含
む
點
が
特
徴
的
で
あ
る（

１
）。『
史
記
』
屈
原
賈
生
列
傳

に
「
九
章
」
の
懷
沙
篇
が
屈
原
の
辭
世
と
し
て
引
用
さ
れ
た
こ
と

は
、
上
記
の
よ
う
な
理
解
の
一
例
で
あ
る（

２
）。
し
か
し
九
篇
の
作
者
や

背
景
に
つ
い
て
は
樣
々
な
議
論
が
あ
り
、
楚
辭
文
學
と
屈
原
と
の
關

係
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

王
逸
『
楚
辭
章
句
』
の
「
九
章
」
序
に
は
「
屈
原
放
於
江
南
之

壄
、
思
君
念
國
、
憂
心
罔
極
。
故
復
作
九
章
（
屈
原  

江
南
の
壄
に
放

た
れ
、
君
を
思
ひ
國
を
念
ひ
、
憂
心  

極
ま
る
こ
と
罔
し
。
故
に
復
た
九
章

を
作
る（
３
））」
と
あ
る
が
、
複
數
の
作
者
を
想
定
す
る
説
も
多
い
。
中

國
の
林
庚
氏
は
「
九
章
」
の
う
ち
惜
誦
・
思
美
人
・
惜
往
日
・
悲
回

風
の
四
篇
が
他
篇
と
性
格
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
れ

ら
を
屈
原
以
降
の
人
物
に
よ
る
僞
作
と
す
る（

４
）。
岡
村
繁
氏
は
林
氏
と

同
樣
に
上
記
四
篇
が
遲
れ
て
制
作
さ
れ
た
と
推
定
す
る
が
、
他
篇
も

屈
原
を
「
ヒ
ー
ロ
ー
」
と
す
る
後
世
の
人
物
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た

と
考
え
る（

５
）。
小
南
一
郎
氏
は
岡
村
氏
の
説
を
踏
ま
え
、「
九
章
」
が

「
元
來
は
あ
ま
り
相
互
關
係
の
濃
く
は
な
か
っ
た
九
つ
の
作
品
を
寄

せ
集
め
」
た
も
の
で
あ
り
、
各
篇
を
「
性
格
の
異
な
る
雜
多
な
作

品
」
と
し
て
い
る（

６
）。

九
篇
全
て
を
屈
原
の
作
と
す
る
注
釋
者
も
各
篇
の
相
違
は
認
識
し

て
い
た
。
た
と
え
ば
明
の
汪
瑗
は
『
楚
辭
集
解
』
思
美
人
篇
の
題
下

に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

楚
辭
「
九
章
」
に
お
け
る
望
郷

―
― 「
郢
」
に
着
目
し
て 

―
―

榊　

原　

慎　

二
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哀
郢
乃
作
於
楚
襄
王
二
十
一
年
。
況
哀
郢
曰
至
今
九
年
而
不

復
、
又
曰
冀
一
反
之
何
時
。
蓋
年
猶
可
紀
、
而
尚
望
其
還
也
。

此
則
云
獨
歴
年
而
離
愍
、
曰
寧
隱
閔
而
壽
考
、
曰
命
則
處
幽
吾

將
罷
兮
。
蓋
歴
年
永
久
、
非
復
可
紀
、
安
於
優
游
卒
歲
、
而
無

復
望
還
之
心
矣
。
是
此
篇
作
於
哀
郢
之
後
無
疑
也（

７
）。

（
哀
郢
は
乃
ち
楚
の
襄
王
二
十
一
年
に
作
ら
る
。
況
や
哀
郢
に
「
今
に

至
り
て
九
年
な
る
も
復
ら
ず
」
と
曰
ひ
、
又
た
「
一
た
び
反
ら
ん
こ
と

を
冀
ふ
も
之
れ
何
れ
の
時
な
ら
ん
」
と
曰
へ
る
を
や
。
蓋
し
年 

猶
ほ

紀
す
べ
く
、
尚
ほ
其
の
還
る
を
望
め
る
な
ら
ん
。
此
（
引
用
者
注
：
思

美
人
篇
）
に
則
ち
「
獨
り
年
を
歴
て
愍
ひ
に
離か

か

る
」
と
云
ひ
、「
寧
ろ

隱
閔
し
て
壽
考
な
る
も
」
と
曰
ひ
、「
命  
則
ち
幽
に
處
り
て
吾  

將
に

罷
れ
ん
と
す
」
と
曰
ふ
。
蓋
し
年
を
歴
る
こ
と
永
く
久
し
く
し
て
、
復

た
紀
す
べ
き
に
非
ず
、
優
游
と
し
て
歲
を
卒
ふ
る
に
安
ん
じ
、
復
た
還

る
を
望
む
の
心
無
か
ら
ん
。
是
れ
此
の
篇
の
哀
郢
の
後
に
作
ら
る
る
は

疑
ひ
無
き
な
り
。）

汪
瑗
は
屈
原
の
故
郷
に
對
す
る
心
情
の
變
化
に
よ
っ
て
二
篇
の
相

違
を
説
明
し
て
い
る
。
清
代
ま
で
の
注
釋
者
に
は
蔣
驥
な
ど
、
各
篇

に
屈
原
の
境
遇
や
心
情
が
反
映
さ
れ
る
と
い
う
立
場
を
取
る
者
が
多

か
っ
た（

８
）。
ま
た
近
代
か
ら
盛
ん
に
な
っ
た
眞
作
と
僞
作
と
の
判
別
に

關
す
る
議
論
で
も
、
た
と
え
ば
望
郷
の
念
が
詠
わ
れ
る
哀
郢
篇
を
屈

原
の
眞
作
と
し
、
思
美
人
篇
を
僞
作
と
す
る
説
は
多
い（
９
）。
し
か
し
故

郷
を
思
う
心
情
―
以
下
「
望
郷
意
識
」
と
呼
ぶ
―
は
屈
原
自
身
の
も

の
で
あ
る
か
否
か
に
關
係
な
く
、「
九
章
」
が
持
つ
性
格
と
い
う
觀

點
か
ら
再
檢
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
從
來
の
解
釋
に
お

い
て
屈
原
と
強
固
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
た
望
郷
意
識
を
、
ま
ず
は

特
定
の
作
者
か
ら
切
り
離
し
て
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

各
篇
に
お
け
る
望
郷
意
識
の
樣
相
は
、
㊀
作
品
本
文
か
ら
明
瞭
に

讀
み
取
れ
る
場
合
、
㊁
王
逸
注
を
參
照
し
な
け
れ
ば
讀
み
取
れ
な
い

場
合
、
㊂
本
文
・
注
の
い
ず
れ
か
ら
も
讀
み
取
れ
な
い
場
合
の
三
種

に
大
別
で
き
る
。
本
稿
で
は
㊀
〜
㊂
の
分
類
に
よ
っ
て
各
篇
の
相
違

を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、「
九
章
」
が
屈
原
自
身
に
よ
る
作
品
群
と

し
て
編
成
さ
れ
た
經
緯
に
も
考
察
を
加
え
る
。

二　
「
郢
」
へ
の
言
及
―
哀
郢
篇
と
抽
思
篇
―

「
九
章
」
の
う
ち
哀
郢
篇
と
抽
思
篇
に
は
主
人
公
の
望
郷
の
念
が

詠
み
込
ま
れ
て
い
る
が
、
主
人
公
の
故
郷
と
さ
れ
る
の
は
春
秋
戰
國

時
代
に
楚
の
都
が
置
か
れ
た
「
郢
」
で
あ
る
。『
史
記
』
楚
世
家
に

よ
れ
ば
、
楚
は
春
秋
時
代
に
郢
（
江
陵
）
を
都
と
し
た
が
、
戰
國
時

代
末
期
に
壽
春
に
遷
都
し
た
際
、
新
都
を
改
め
て
「
郢
」
と
名
付
け
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て
い
る）
10
（

。
楚
辭
作
品
に
お
け
る
「
郢
」
が
い
ず
れ
の
地
を
指
す
も
の

で
あ
る
か
特
定
し
難
い
が
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
二
篇
は
主
人
公
が

何
ら
か
の
事
情
で
「
郢
」
を
離
れ
、
憂
愁
や
悲
哀
を
吐
露
し
て
い
る

點
で
共
通
す
る
。
こ
れ
は
冒
頭
で
示
し
た
分
類
の
う
ち
㊀
に
該
當
す

る
。ま

ず
哀
郢
篇
の
う
ち
一
〜
十
六
句
目
の
部
分
に
檢
討
を
加
え
る
。

皇
天
之
不
純
命
兮
、
何
百
姓
之
震
愆
。
民
離
散
而
相
失
兮
、
方

仲
春
而
東
遷
。
去
故
郷
而
就
遠
兮
、
遵
江
夏
以
流
亡
。
出
國
門

而
軫
懷
兮
、
甲
之
鼂
吾
以
行
。
發
郢
都
而
去
閭
兮
、
荒
忽
其
焉

極
。
楫
齊
揚
以
容
與
兮
、
哀
見
君
而
不
再
得
。
望
長
楸
而
太
息

兮
、
涕
淫
淫
其
若
霰
。
過
夏
首
而
西
浮
兮
、
顧
龍
門
而
不
見）

11
（

。

（
皇
天
の
命
を
純
に
せ
ざ
る
、
何
ぞ
百
姓
の
震
愆
せ
る
。
民  

離
散
し
て

相
失
ひ
、
仲
春
に
方
た
り
て
東
遷
す
。
故
郷
を
去
り
て
遠
き
に
就
き
、

江
夏
に
遵
ひ
て
以
て
流
亡
す
。
國
門
を
出
で
て
軫
懷
し
、
甲
の
鼂
に
吾

以
て
行
く
。
郢
都
を
發
し
て
閭
を
去
り
、
荒
忽
と
し
て
其
れ
焉
く
に
か

極
ま
ら
ん
。
楫  

齊
し
く
揚
が
り
て
以
て
容
與
し
、
君
に
見
ゆ
る
こ
と

の
再
び
得
ざ
る
を
哀
し
む
。
長
楸
を
望
み
て
太
息
し
、
涕  

淫
淫
と
し

て
其
れ
霰
の
若
し
。
夏
首
を
過
ぎ
て
西
の
か
た
浮
か
び
、
龍
門
を
顧
み

る
も
見
え
ず
。）

冒
頭
で
は
動
亂
に
よ
っ
て
民
衆
が
散
り
散
り
に
な
り
、
主
人
公
も

離
京
を
餘
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
船
に
よ
る
移
動
の

描
寫
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
主
人
公
が
郢
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
く

こ
と
を
示
す
。
主
人
公
は
都
に
あ
る
大
樹
の
方
を
振
り
返
っ
て
嘆
息

し
、
涙
を
流
し
つ
つ
進
む
が
、
船
が
長
江
の
支
流
で
あ
る
夏
水
に
至

る
と
都
の
城
門
は
見
え
な
く
な
る）

12
（

。

郢
を
離
れ
た
主
人
公
は
歸
還
を
望
む
が
、
次
に
引
用
す
る
二
十
九

句
目
以
降
の
内
容
は
そ
れ
が
叶
わ
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

羌
靈
魂
之
欲
歸
兮
、
何
須
臾
而
忘
反
。
背
夏
浦
而
西
思
兮
、
哀

故
都
之
日
遠
。
登
大
墳
以
遠
望
兮
、
聊
以
舒
吾
憂
心
。
哀
州
土

之
平
樂
兮
、
悲
江
介
之
遺
風
。
當
陵
陽
之
焉
至
兮
、
淼）

13
（

南
渡
之

焉
如
。
曾
不
知
夏
之
爲
丘
兮
、
孰
兩
東
門
之
可
蕪
。
心
不
怡
之

長
久
兮
、
憂
與
愁
其
相
接
。
惟
郢
路
之
遼
遠
兮
、
江
與
夏
之
不

可
涉
。
忽
若
不
信
兮
、
至
今
九
年
而
不
復
。

（
羌あ
あ  

靈
魂
の
歸
ら
ん
と
欲
す
る
、
何
ぞ
須
臾
に
し
て
反
る
を
忘
れ
ん
。

夏
浦
に
背
き
て
西
の
か
た
思
ひ
、
故
都
の
日
び
に
遠
ざ
か
る
を
哀
し

む
。
大
墳
に
登
り
て
以
て
遠
望
し
、
聊
か
以
て
吾
が
憂
心
を
舒
ぶ
。
州

土
の
平
樂
な
る
を
哀
し
み
、
江
介
の
遺
風
を
悲
し
む
。
陵
陽
に
當
た
り

て
之
れ
焉
く
に
か
至
ら
ん
、
淼
と
し
て
南
の
か
た
渡
る
も
之
れ
焉
く
に
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か
如
か
ん
。
曾
て
夏
の
丘
と
爲
る
を
知
ら
ず
、
孰
か
兩
東
門
を
之
れ
蕪

れ
し
む
べ
け
ん
。
心  

怡
し
ま
ざ
る
こ
と
之
れ
長
久
な
り
、
憂
と
愁  

其

れ
相
接
す
。
郢
路
の
遼
遠
な
る
を
惟
ひ
、
江
と
夏  

之
れ
涉
る
べ
か
ら

ず
。
忽
若
と
し
て
信
な
ら
ず
、
今
に
至
り
て
九
年
な
る
も
復
ら
ず
。）

主
人
公
が
郢
を
去
っ
て
か
ら
年
月
を
經
て
も
な
お
歸
京
で
き
ず
に

い
る
こ
と
は
「
九
年
」
と
い
う
語
か
ら
わ
か
る
。
哀
郢
篇
の
内
容
は

主
人
公
が
後
ろ
髮
を
引
か
れ
る
思
い
で
郢
を
離
れ
、
放
浪
を
續
け
な

が
ら
歸
還
を
願
い
續
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
望
郷
と
い
う
主
題

が
明
瞭
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

續
い
て
抽
思
篇
に
檢
討
を
加
え
る
。
こ
の
作
品
は
本
文
に
少
歌
、

倡
、
亂
と
い
う
三
つ
の
部
分
が
付
屬
し
て
い
る
が
、
本
文
中
で
郢
へ

の
言
及
が
見
ら
れ
る
の
は
四
十
五
〜
六
十
六
句
目
に
あ
た
る
倡
辭
で

あ
る）

14
（

。倡
曰
、
有
鳥
自
南
兮
、
來
集
漢
北
。
好
姱
佳
麗
兮
、
牉
獨
處
此

異
域
。
既
惸
獨
而
不
群
兮
、
又
無
良
媒
在
其
側
。
道
卓
遠
而
日

忘
兮
、
願
自
申
而
不
得
。
望
北
山
而
流
涕
兮
、
臨
流
水
而
太

息
。
望
孟
夏
之
短
夜
兮
、
何
晦
明
之
若
歲
。
惟
郢
路
之
遼
遠

兮
、
魂
一
夕
而
九
逝
。
曾
不
知
路
之
曲
直
兮
、
南
指
月
與
列

星
。
願
徑
逝
而
未
得
兮
、
魂
識
路
之
營
營
。
何
靈
魂
之
信
直

兮
、
人
之
心
不
與
吾
心
同
。
理
弱
而
媒
不
通
兮
、
尚
不
知
余
之

從
容
。

（
倡
に
曰
く
、
鳥
有
り  

南
自
り
し
て
、
來
り
て
漢
北
に
集
る
。
好
姱

に
し
て
佳
麗
、
牉わ

か

れ
て
獨
り
此
の
異
域
に
處
る
。
既
に
惸
獨
に
し
て
群

れ
ず
、
又
た
良
媒
の
其
の
側
に
在
る
無
し
。
道 

卓
遠
に
し
て
日
び
に

忘
れ
ら
れ
、
自
ら
申
べ
ん
と
願
へ
ど
も
得
ず
。
北
山
を
望
み
て
涕
を
流

し
、
流
水
に
臨
み
て
太
息
す
。
孟
夏
の
短
夜
を
望
め
ど
も
、
何
ぞ
晦
明

の
歲
の
若
く
な
る
。
郢
路
の
遼
遠
な
る
を
惟
ひ
、
魂  

一
夕
に
し
て
九

た
び
逝
く
。
曾
て
路
の
曲
直
を
知
ら
ず
、
南
の
か
た
月
と
列
星
と
を
指

す
。
徑
ち
に
逝
か
ん
こ
と
を
願
へ
ど
も
未
だ
得
ず
、
魂  

路
を
識
り
て

之
れ
營
營
た
り
。
何
ぞ
靈
魂
の
信
直
な
る
、
人
の
心  

吾
が
心
と
同
じ

か
ら
ず
。
理  

弱
く
し
て
媒  

通
ぜ
ず
、
尚
ほ
余
の
從
容
を
知
ら
ず
。）

こ
こ
で
は
主
人
公
が
孤
獨
な
鳥
に
喩
え
ら
れ
、
異
郷
に
身
を
置
い

て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
故
郷
と
の
離
別
を
嘆
い
て
涙
を
流
し
嘆

息
す
る
樣
子
は
、
哀
郢
篇
の
「
望
長
楸
而
太
息
兮
、
涕
淫
淫
其
若

霰
」
と
い
う
表
現
に
も
通
じ
る
。「
惟
郢
路
之
遼
遠
兮
」
の
句
や
主

人
公
の
魂
が
歸
還
を
願
う
と
い
う
表
現
も
哀
郢
篇
に
用
い
ら
れ
て
い

た
。
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抽
思
篇
は
複
數
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
る
作
品
で
あ
る
が
、
倡
辭

に
お
け
る
表
現
は
望
郷
と
孤
獨
と
い
う
主
題
に
よ
っ
て
貫
か
れ
て
い

る
。
無
論
、
漢
水
の
北
に
身
を
置
い
て
い
る
主
人
公
は
長
江
や
夏
水

の
流
域
を
放
浪
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
哀
郢
篇
の
主
人
公
と
異
な

る
。
し
か
し
故
郷
と
し
て
郢
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
や
同
一
の
語
句
が

共
有
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
二
篇
の
う
ち
右
で
引
用
し
た
部
分
の
主
題

は
共
通
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
哀
郢
篇
・
抽
思
篇
に
お
け
る
望
郷
意

識
は
本
文
中
で
明
瞭
に
表
現
さ
れ
る
た
め
、
注
釋
者
の
説
明
を
待
た

ず
と
も
讀
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
望
郷
の
念
は
「
郢
」
と
い
う
地

名
が
持
ち
出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
具
體
性
を
付
與
さ
れ
、「
涕
」

な
ど
の
象
徴
に
よ
っ
て
端
的
に
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
抽
思
篇
に
は
三
分
類
の
㊁
に
該
當
す
る
側
面
も
あ
る
。
六

十
七
句
目
か
ら
始
ま
る
亂
辭
の
冒
頭
に
は
「
亂
曰
、
長
瀨
湍
流
、
泝

江
潭
兮
（
亂
に
曰
く
、
長
瀨  

湍
流
し
、
江
潭
を
泝
る
）」
と
あ
る
が
、
王

逸
は
こ
こ
で
「
言
己
思
得
君
命
、
緣
湍
瀨
之
流
上
泝
江
淵
而
歸
郢

也
」 

―
主
君
の
命
令
を
受
け
る
べ
く
、
長
江
の
淵
を
遡
る
急
流
に

從
っ
て
郢
へ
歸
ろ
う
と
す
る
―
と
い
う
解
釋
を
行
っ
て
い
る
。
し
か

し
「
歸
郢
」
と
い
う
内
容
は
解
釋
の
對
象
で
あ
る
二
句
か
ら
直
接
讀

み
取
ら
れ
た
も
の
と
い
う
よ
り
、
こ
れ
に
先
立
つ
部
分
の
内
容
を
踏

ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
注
（
９
）
で
擧
げ
た
淺
野
氏
・
竹
治
氏
の

研
究
で
は
抽
思
篇
が
郢
へ
の
思
慕
の
念
を
詠
う
作
品
と
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
解
釋
は
前
掲
の
「
惟
郢
路
之
遼
遠
兮
」
の
句
を
含
む
一
段

に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

三　

他
篇
の
檢
討

三
―
一　

隱
棲
の
意
思
―
渉
江
篇
―

渉
江
篇
で
は
不
遇
の
主
人
公
が
放
浪
す
る
樣
子
が
述
べ
ら
れ
て
お

り
、
前
出
の
哀
郢
篇
と
の
類
似
が
認
め
ら
れ
る
が
、
兩
者
は
決
し
て

同
質
の
作
品
で
は
な
い
。
渉
江
篇
に
お
け
る
表
現
は
冒
頭
で
示
し
た

分
類
の
う
ち
㊁
に
該
當
す
る
。
以
下
に
示
す
の
は
十
三
〜
二
十
二
句

目
の
部
分
で
あ
る
。

哀
南
夷
之
莫
吾
知
兮
、
旦
余
濟
乎
江
湘
。
乘
鄂
渚
而
反
顧
兮
、

欸
秋
冬
之
緒
風
。
步
余
馬
兮
山
皋
、
邸
余
車
兮
方
林
。
乘
舲
船

余
上
沅
兮
、
齊
吳
榜
以
擊
汰
。
船
容
與
而
不
進
兮
、
淹
回
水
而

疑
滯
。

（
南
夷
の
吾
を
知
る
莫
き
を
哀
し
み
、
旦
に
余  

江
湘
を
濟
る
。
鄂
渚
に

乘
り
て
反
顧
し
、
秋
冬
の
緒
風
を
欸
く
。
余
が
馬
を
山
皋
に
步
ま
せ
、

余
が
車
を
方
林
に
邸
む
。
舲
船
に
乘
り
て
余 

沅
を
上
り
、
吳
榜
を
齊

し
く
し
て
以
て
汰
を
擊
つ
。
船  

容
與
と
し
て
進
ま
ず
、
回
水
に
淹
り
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て
疑
滯
す
。）

「
船
容
與
而
不
進
兮
、
淹
回
水
而
疑
滯
」
の
二
句
に
王
逸
は
「
言

士
衆
雖
同
力
引
櫂
、
船
猶
不
進
、
隨
水
回
流
、
使
己
疑
惑
有
還
意

也
」 

―
漕
ぎ
手
た
ち
が
力
を
合
わ
せ
て
も
船
が
前
進
せ
ず
、
流
れ
の

只
中
を
彷
徨
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
身
が
歸
郷
の
願
望
（
還
意
）
を

抱
く
―
と
い
う
注
を
付
し
て
い
る
。
本
文
に
見
え
る
「
容
與
」
と
い

う
語
は
、
躊
躇
い
な
ど
に
よ
っ
て
進
む
速
度
が
落
ち
る
こ
と
を
意
味

す
る）

15
（

。
前
節
で
示
し
た
哀
郢
篇
に
も
「
楫
齊
揚
以
容
與
兮
、
哀
見
君
而
不

再
得
」
と
い
う
二
句
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
對
す
る
王
逸
の
解
釋
は

「
言
己
去
乘
船
、
士
卒
齊
舉
楫
櫂
、
低
徊
容
與
、
咸
有
還
意
、
自
傷

卒
去
而
不
得
再
事
於
君
也
」 

―
士
卒
ら
が
船
を
漕
ぐ
が
進
ま
ず
、
歸

郷
の
願
望
が
生
じ
、
主
君
に
再
び
仕
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
の

を
悲
し
む
―
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
渉
江
篇
の
注
と
内
容
が
類
似
し

て
い
る
。

渉
江
篇
と
哀
郢
篇
の
本
文
で
は
船
の
動
き
が
「
容
與
」
と
い
う
語

に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
、
王
逸
の
注
で
は
い
ず
れ
も
歸
還
を
望
む
主
人

公
ら
が
前
進
を
躊
躇
っ
て
い
る
こ
と
と
し
て
解
釋
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

哀
郢
篇
の
本
文
で
は
郢
を
離
れ
る
こ
と
に
對
す
る
悲
哀
が
表
明
さ

れ
る
た
め
、
船
が
進
ま
な
い
こ
と
を
「
還
意
」
と
結
び
付
け
る
王
逸

の
解
釋
は
妥
當
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
方
で
渉
江
篇
の
主
人
公
と
故
郷

と
の
關
係
は
本
文
中
に
示
さ
れ
ず
、
移
動
に
對
す
る
躊
躇
が
「
容

與
」
や
「
不
進
」
な
ど
の
表
現
に
よ
っ
て
讀
み
取
れ
る
の
み
で
あ

る
。
渉
江
篇
に
お
け
る
望
郷
意
識
は
、
王
逸
の
注
で
語
ら
れ
る
屈
原

放
逐
の
故
事
や
哀
郢
篇
に
見
え
る
類
似
表
現
を
も
考
慮
に
入
れ
る
こ

と
で
初
め
て
明
瞭
に
理
解
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

渉
江
篇
で
は
、
後
續
の
部
分
に
お
い
て
も
哀
郢
篇
や
抽
思
篇
と
の

相
違
が
認
め
ら
れ
る
。

朝
發
枉
陼
兮
、
夕
宿
辰
陽
。
苟
余
心
其
端
直
兮
、
雖
僻
遠
之
何

傷
。
入
漵
浦
余
儃
佪
兮
、
迷
不
知
吾
所
如
。
深
林
杳
以
冥
冥

兮
、
猨
狖
之
所
居
。
山
峻
高
以
蔽
日
兮
、
下
幽
晦
以
多
雨
。
霰

雪
紛
其
無
垠
兮
、
雲
霏
霏
而
承
宇
。
哀
吾
生
之
無
樂
兮
、
幽
獨

處
乎
山
中
。
吾
不
能
變
心
而
從
俗
兮
、
固
將
愁
苦
而
終
窮
。

（
朝
に
枉
陼
を
發
し
、
夕
に
辰
陽
に
宿
る
。
苟
し
く
も
余
が
心 

其
れ
端

直
な
ら
ば
、
僻
遠
と
雖
も
之
れ
何
ぞ
傷
ま
ん
。
漵
浦
に
入
り
て
余  

儃

佪
し
、
迷
ひ
て
吾
が
如
く
所
を
知
ら
ず
。
深
林 

杳
と
し
て
以
て
冥
冥

た
り
、
猨
狖
の
居
る
所
な
り
。
山  

峻
高
に
し
て
以
て
日
を
蔽
ひ
、
下  
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幽
晦
に
し
て
以
て
多
く
雨
ふ
る
。
霰
雪  

紛
と
し
て
其
れ
垠
り
無
く
、

雲  

霏
霏
と
し
て
宇
を
承
く
。
吾
が
生
の
樂
し
み
無
き
を
哀
し
み
、
幽

と
し
て
獨
り
山
中
に
處
る
。
吾  

心
を
變
じ
て
俗
に
從
ふ
こ
と
能
は
ず
、

固
に
將
に
愁
苦
し
て
終
に
窮
せ
ん
と
す
。）

こ
こ
で
は
「
僻
遠
」（
邊
鄙
）
と
さ
れ
る
土
地
へ
赴
く
こ
と
に
つ

い
て
、
主
人
公
の
心
が
正
し
く
實
直
で
あ
れ
ば
悲
し
む
こ
と
は
な
い

と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
主
人
公
の
憂
愁
や
躊
躇
い
は
な

お
も
持
續
す
る
が
、
歸
還
の
意
思
が
示
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
最
終

的
に
は
孤
獨
と
困
窮
に
耐
え
な
が
ら
山
中
に
隱
れ
、
節
を
屈
す
る
こ

と
な
く
一
生
を
終
え
る
決
意
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
内
容
は

哀
郢
篇
・
抽
思
篇
に
は
見
ら
れ
な
い
。

渉
江
篇
に
お
い
て
郢
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
ず
、
故
郷
を
意
味
す
る

語
も
用
い
ら
れ
な
い
こ
と
、
歸
還
の
意
思
や
「
涕
」
に
よ
る
感
情
の

表
出
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
望
郷
意
識
は
哀

郢
篇
の
み
な
ら
ず
抽
思
篇
と
比
べ
て
も
不
明
瞭
で
あ
る
と
言
え
よ

う
。

三
―
二　

心
情
表
現
と
そ
の
背
景
―
懷
沙
篇
・
悲
回
風
篇
―

「
九
章
」
各
篇
に
見
ら
れ
る
移
動
の
描
寫
は
主
人
公
の
憂
愁
や
悲

哀
と
密
接
に
關
わ
っ
て
い
る
が）

16
（

、
表
現
の
性
質
は
一
樣
で
な
い
。
哀

郢
・
抽
思
の
二
篇
で
は
望
郷
の
念
が
心
情
表
現
の
土
臺
と
し
て
機
能

し
て
い
る
が
、
他
篇
に
お
け
る
心
情
表
現
は
「
故
郷
」
と
い
う
概
念

と
の
關
連
が
明
瞭
と
は
言
え
な
い
。
そ
の
傾
向
は
前
出
の
渉
江
篇
に

も
認
め
ら
れ
る
が
、
次
に
掲
げ
る
懷
沙
篇
・
悲
回
風
篇
も
典
型
的
な

例
で
あ
る
。
こ
の
二
篇
に
お
け
る
表
現
も
、
三
分
類
の
う
ち
㊁
に
該

當
す
る
。

懷
沙
篇
の
冒
頭
部
分
に
は
以
下
の
よ
う
な
表
現
が
あ
る
。

滔
滔
孟
夏
兮
、
草
木
莽
莽
。
傷
懷
永
哀
兮
、
汩
徂
南
土
。
眴
兮

杳
杳
、
孔
靜
幽
默
。
鬱
結
紆
軫
兮
、
離
慜
而
長
鞠
。
撫
情
效
志

兮
、
冤
屈
而
自
抑
。

（
滔
滔
た
る
孟
夏
、
草
木  

莽
莽
た
り
。
傷
み
懷
ひ
て
永
く
哀
し
み
、
汩

と
し
て
南
土
に
徂
く
。
眴
と
し
て
杳
杳
た
り
、
孔
だ
靜
か
に
し
て
幽
默

た
り
。
鬱
結
紆
軫
し
て
、
慜
ひ
に
離
り
て
長
く
鞠
ま
る
。
情
を
撫
し
て

志
を
效
し
、
冤
屈
し
て
自
ら
抑
ふ
。）

冒
頭
で
は
南
方
へ
の
移
動
や
そ
れ
に
伴
う
憂
愁
、
鬱
蒼
と
茂
る
草

木
の
樣
子
な
ど
が
述
べ
ら
れ
る
の
み
で
、
こ
う
し
た
表
現
の
背
景
と

な
る
事
情
が
示
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
主
人
公
が
南
へ
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向
か
う
理
由
は
本
文
か
ら
讀
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

と
こ
ろ
で
作
品
後
半
に
あ
た
る
五
十
七
〜
六
十
句
目
で
は
、
冒
頭

と
は
逆
に
主
人
公
が
北
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

進
路
北
次
兮
、
日
昧
昧
其
將
暮
。
舒
憂
娛
哀
兮
、
限
之
以
大

故
。

（
路
を
進
め
て
北
に
次
ら
ん
と
す
れ
ば
、
日  

昧
昧
と
し
て
其
れ
將
に
暮

れ
な
ん
と
す
。
憂
ひ
を
舒
べ
て
哀
し
み
を
娛
し
ま
せ
、
之
を
限
る
に
大

故
を
以
て
す
。）

末
尾
の
句
に
は
、
王
逸
が
「
言
己
思
念
楚
國
、
願
得
君
命
、
進
道

北
行
、
以
次
舍
止
、
冀
遂
還
歸
、
日
又
將
暮
、
不
可
去
也
」 

―
楚
國

を
思
い
、
主
君
の
命
令
を
受
け
た
い
と
思
い
つ
つ
北
へ
向
か
い
、
道

中
で
宿
を
取
り
、
歸
還
を
果
た
そ
う
と
す
る
が
、
日
沒
が
近
付
き
進

め
な
く
な
る
―
と
い
う
注
を
付
し
て
い
る
。

王
逸
の
解
釋
は
冒
頭
の
「
傷
懷
永
哀
兮
、
汩
徂
南
土
」
と
い
う
表

現
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
王
逸
は
南
へ
の
移
動
が

悲
哀
を
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
故
郷
を
離
れ
る
屈
原

の
樣
子
を
表
し
て
お
り
、
そ
の
一
方
で
北
へ
の
移
動
は
故
郷
を
目
指

し
て
い
る
と
考
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
無
論
、
王
逸
の
解
釋

を
強
い
て
否
定
す
る
理
由
は
な
い
が
、
主
人
公
と
故
郷
と
の
關
係
が

作
品
本
文
で
明
示
さ
れ
な
い
こ
と
に
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

次
に
直
後
か
ら
始
ま
る
亂
辭
を
檢
討
す
る
。

亂
曰
、
浩
浩
沅
湘
、
分
流
汩
兮
。
脩
路
幽
蔽
、
道
遠
忽
兮
。
懷

質
抱
情
、
獨
無
匹
兮
。
伯
樂
既
沒
、
驥
焉
程
兮
。
萬
民
之
生
、

各
有
所
錯
兮
。
定
心
廣
志
、
余
何
畏
懼
兮
。
曾
傷
爰
哀
、
永
歎

喟
兮
。
世
溷
濁
莫
吾
知
、
人
心
不
可
謂
兮
。
知
死
不
可
讓
、
願

勿
愛
兮
。
明
告
君
子
、
吾
將
以
爲
類
兮
。

（
亂
に
曰
く
、
浩
浩
た
る
沅
湘
、
分
れ
流
れ
て
汩
た
り
。
脩
路  

幽
蔽

し
、
道  

遠
忽
た
り
。
質
を
懷
き
情
を
抱
く
も
、
獨
り
匹
無
し
。
伯
樂  

既
に
沒
す
れ
ば
、
驥  

焉
く
に
か
程
ら
ん
。
萬
民
の
生
、
各
お
の
錯
く

所
有
り
。
心
を
定
め
て
志
を
廣
く
し
、
余 

何
ぞ
畏
懼
せ
ん
。
曾
ね
て

傷
み
爰
に
哀
し
み
て
、
永
く
歎
喟
す
。
世  

溷
濁
し
て
吾
を
知
る
莫
く
、

人
心  

謂
ふ
べ
か
ら
ず
。
死
の
讓さ

く
べ
か
ら
ざ
る
を
知
り
、
願
は
く
は

愛
し
む
勿
ら
ん
。
明
ら
か
に
君
子
に
告
ぐ
、
吾  

將
に
以
て
類
と
爲
ら

ん
と
す
と
。）

亂
辭
で
は
「
脩
路
幽
蔽
、
道
遠
忽
兮
」
と
い
う
表
現
に
よ
っ
て
主

人
公
が
元
居
た
土
地
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
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が
、
漠
然
と
し
た
憂
愁
や
悲
哀
が
述
べ
ら
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
歸
還

の
意
思
は
明
示
さ
れ
な
い
。
そ
し
て
最
後
に
は
死
を
恐
れ
ず
己
の
志

を
貫
く
決
意
が
述
べ
ら
れ
る
。

ま
た
主
人
公
が
感
情
を
抑
制
し
て
い
る
點
も
特
徴
的
で
あ
る）

17
（

。
冒

頭
部
分
の
「
撫
情
效
志
兮
、
冤
屈
而
自
抑
」
と
い
う
二
句
は
直
前
部

分
で
述
べ
ら
れ
る
苦
し
み
や
憂
い
を
承
け
、
そ
れ
ら
の
感
情
に
流
さ

れ
る
こ
と
な
く
平
靜
を
保
と
う
と
す
る
意
思
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

ま
た
亂
辭
に
お
い
て
も
孤
獨
や
悲
哀
が
詠
わ
れ
る
一
方
で
、
心
を
安

定
さ
せ
よ
う
と
い
う
意
思
（
定
心
廣
志
）
が
讀
み
取
れ
る
。
哀
郢
篇

と
抽
思
篇
で
は
主
人
公
が
故
郷
を
思
う
あ
ま
り
涙
を
流
す
描
寫
が
見

ら
れ
た
が
、
懷
沙
篇
で
は
主
人
公
が
そ
の
よ
う
な
形
で
感
情
を
露
わ

に
す
る
こ
と
は
な
い
。

哀
郢
篇
・
抽
思
篇
以
外
の
作
品
に
も
、
悲
回
風
篇
の
よ
う
に
心
情

表
現
が
豐
か
な
例
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
作
品
も
憂
愁
や
悲
哀
が
生

起
し
た
こ
と
の
原
因
が
本
文
中
で
明
示
さ
れ
な
い
點
で
は
渉
江
篇
や

懷
沙
篇
と
同
樣
で
あ
る
。

悲
回
風
篇
の
二
十
一
〜
三
十
六
句
目
に
は
以
下
の
よ
う
な
心
情
表

現
が
あ
る
。

惟
佳
人
之
獨
懷
兮
、
折
若
椒
以
自
處
。
曾
歔
欷
之
嗟
嗟
兮
、
獨

隱
伏
而
思
慮
。
涕
泣
交
而
凄
凄
兮
、
思
不
眠
以
至
曙
。
終
長
夜

之
曼
曼
兮
、
掩
此
哀
而
不
去
。
寤
從
容
以
周
流
兮
、
聊
逍
遙
以

自
恃
。
傷
太
息
之
愍
憐
兮
、
氣
於
邑
而
不
可
止
。
糺
思
心
以
爲

纕
兮
、
編
愁
苦
以
爲
膺
。
折
若
木
以
蔽
光
兮
、
隨
飄
風
之
所

仍
。

（
惟
れ
佳
人
の
獨
り
懷
ふ
、
若
椒
を
折
り
て
以
て
自
ら
處
る
。
曾
ね
て

歔
欷
し
て
之
れ
嗟
嗟
た
り
、
獨
り
隱
伏
し
て
思
慮
す
。
涕
泣  

交
は
り

て
凄
凄
た
り
、
思
ひ
て
眠
ら
ず
し
て
以
て
曙
に
至
る
。
長
夜
の
曼
曼
た

る
を
終
へ
、
此
の
哀
し
み
を
掩
ひ
て
去
ら
ず
。
寤
め
て
從
容
と
し
て
以

て
周
流
し
、
聊
か
逍
遙
し
て
以
て
自
ら
恃
む
。
傷
み
て
太
息
し
て
之
れ

愍
憐
し
、
氣  

於
邑
し
て
止
む
べ
か
ら
ず
。
思
心
を
糺あ
ざ
なひ
て
以
て
纕お
び

と

爲
し
、
愁
苦
を
編
み
て
以
て
膺

む
ね
あ
てと
爲
す
。
若
木
を
折
り
て
以
て
光
を
蔽

ひ
、
飄
風
の
仍
る
所
に
隨
は
ん
。）

こ
こ
で
は
自
ら
を
「
佳
人
」
と
稱
す
る
主
人
公
が
悲
し
み
の
あ
ま

り
眠
れ
ぬ
夜
を
過
ご
す
樣
子
が
述
べ
ら
れ）

18
（

、
落
涙
の
描
寫
も
あ
る
。

し
か
し
心
情
表
現
の
背
景
は
本
文
中
で
語
ら
れ
ず
、
推
測
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
み
で
あ
る
。
以
下
に
引
用
す
る
四
十
五
〜
六
十
句
目
で

は
主
人
公
が
元
來
の
居
場
所
を
離
れ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る

が
、
表
現
の
性
質
は
右
で
檢
討
し
た
部
分
と
大
き
な
差
が
な
い
。
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憐
思
心
之
不
可
懲
兮
、
證
此
言
之
不
可
聊
。
寧
逝
死
而
流
亡

兮
、
不
忍
爲
此
之
常
愁
。
孤
子
唫
而
抆
淚
兮
、
放
子
出
而
不

還
。
孰
能
思
而
不
隱
兮
、
照
彭
咸
之
所
聞
。
登
石
巒
以
遠
望

兮
、
路
眇
眇
之
默
默
。
入
景
響
之
無
應
兮
、
聞
省
想
而
不
可

得
。
愁
鬱
鬱
之
無
快
兮
、
居
戚
戚
而
不
可
解
。
心
鞿
羈
而
不
形

兮
、
氣
繚
轉
而
自
締
。

（
思
心
の
懲
る
べ
か
ら
ざ
る
を
憐
れ
み
、
此
の
言
の
聊
か
り
そ
めと
す
べ
か
ら
ざ

る
を
證
す
。
寧
ろ
逝
死
し
て
流
亡
す
る
も
、
此
の
常
愁
を
爲
す
に
忍
び

ず
。
孤
子  

唫
じ
て
淚
を
抆
ひ
、
放
子  

出
で
て
還
ら
ず
。
孰
か
能
く
思

ひ
て
隱
ま
ざ
る
、
彭
咸
の
聞
く
所
に
照
ら
さ
ん
。
石
巒
に
登
り
て
遠
望

す
れ
ば
、
路  

眇
眇
と
し
て
默
默
た
り
。
景
響
の
應
ず
る
無
き
に
入
り
、

聞
き
て
省
想
せ
ん
と
す
る
も
得
べ
か
ら
ず
。
愁
ひ
て
鬱
鬱
と
し
て
之
れ

快
無
く
、
居
り
て
戚
戚
と
し
て
解
く
べ
か
ら
ず
。
心  
鞿
羈
し
て
形
れ

ず
、
氣  

繚
轉
し
て
自
ら
締
ぶ
。）

注
目
す
べ
き
點
は
「
登
石
巒
以
遠
望
兮
」
と
い
う
句
が
哀
郢
篇
の

「
登
大
墳
以
遠
望
兮
」
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は

い
ず
れ
も
放
浪
中
の
主
人
公
が
高
所
に
登
っ
て
遠
方
を
眺
め
る
樣
子

を
表
す
。
悲
回
風
篇
の
該
當
句
に
王
逸
は
「
昇
彼
高
山
、
瞰
楚
國
也

（
彼
の
高
山
に
昇
り
、
楚
國
を
瞰
る
な
り
）」
と
注
し
、
直
後
の
「
路
眇

眇
之
默
默
」
は
「
郢
道
遼
遠
、
居
僻
陋
也
（
郢
道  

遼
遠
に
し
て
、
僻

陋
に
居
る
な
り
）」
と
解
釋
し
て
い
る
が）
19
（

、
主
人
公
の
故
郷
が
郢
で
あ

る
と
い
う
こ
と
は
本
文
か
ら
讀
み
取
れ
な
い
情
報
で
あ
る
。
作
品
本

文
は
郢
へ
の
強
い
感
情
を
明
示
す
る
哀
郢
篇
と
類
似
し
た
表
現
を
含

み
つ
つ
も
、
主
人
公
の
境
遇
は
詳
し
く
説
明
し
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
「
嗟
嗟
」「
凄
凄
」「
曼
曼
」「
鬱
鬱
」「
戚
戚
」
な
ど
の
よ
う

に
同
字
を
反
復
す
る
擬
聲
語
や
擬
態
語
が
多
用
さ
れ
る
た
め
、
構
造

を
同
じ
く
す
る
句
が
多
く
な
っ
て
い
る
。「
愁
」
や
「
淚
」
な
ど
心

情
に
關
わ
る
語
は
多
く
見
ら
れ
る
が
、
心
情
の
原
因
や
背
景
を
述
べ

る
こ
と
よ
り
も
表
現
の
形
式
を
整
え
る
こ
と
に
重
點
が
置
か
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
中
島
氏
は
「
そ
の
前
後
（
引
用
者
注
：『
糺
思
心
』〜

『
之
所
仍
』
の
部
分
）
は
憂
愁
を
述
べ
て
い
る
句
に
と
り
か
こ
ま
れ
て

い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
も
前
後
の
憂
愁
を
こ
の
よ
う
な
美

麗
の
句
に
し
た
て
て
い
る
」
と
述
べ
、
竹
治
氏
も
前
掲
書
で
「
そ
の

文
辭
は
繁
冗
で
あ
っ
て
、
他
篇
と
趣
を
異
に
す
る
」
と
述
べ
て
い

る）
20
（

。
悲
回
風
篇
で
は
樣
々
な
修
辭
を
盡
く
し
た
句
に
よ
っ
て
主
人
公

の
心
情
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
―
三　

現
状
の
肯
定
―
思
美
人
篇
―

思
美
人
篇
の
冒
頭
に
は
「
思
美
人
兮
、
擥
涕
而
佇
眙
（
美
人
を
思
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ひ
、
涕
を
擥ぬ
ぐ

ひ
て
佇
眙
す
）」
と
、
主
人
公
が
涙
を
流
す
樣
子
が
述
べ

ら
れ
て
お
り
、
こ
の
表
現
も
一
見
し
た
と
こ
ろ
哀
郢
・
抽
思
の
二
篇

に
通
じ
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
主
人
公
の
悲
し
み
の
背
景
が
具
體
的

に
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
作
品
は
三
分
類
の
う
ち
㊂
に
該
當

す
る
。
以
下
で
三
十
一
〜
五
十
二
句
目
の
部
分
を
詳
し
く
檢
討
す

る
。

開
春
發
歲
兮
、
白
日
出
之
悠
悠
。
吾
將
蕩
志
而
愉
樂
兮
、
遵
江

夏
以
娛
憂
。
擥
大
薄
之
芳
茝
兮
、
搴
長
洲
之
宿
莽
。
惜
吾
不
及

古
人
兮
、
吾
誰
與
玩
此
芳
草
。
解
萹
薄
與
雜
菜
兮
、
備
以
爲
交

佩
。
佩
繽
紛
以
繚
轉
兮
、
遂
萎
絶
而
離
異
。
吾
且
儃
佪
以
娛
憂

兮
、
觀
南
人
之
變
態
。
竊
快
在
中
心
兮
、
揚
厥
憑
而
不
竢
。
芳

與
澤
其
雜
糅
兮
、
羌
芳
華
自
中
出
。
紛
郁
郁
其
遠
承
兮
、
滿
內

而
外
揚
。
情
與
質
信
可
保
兮
、
羌
居
蔽
而
聞
章
。

（
開
春
發
歲
、
白
日
出
で
て
之
れ
悠
悠
た
り
。
吾  

將
に
蕩
志
し
て
愉
樂

し
、
江
夏
に
遵
ひ
て
以
て
憂
ひ
を
娛
し
ま
し
め
ん
と
す
。
大
薄
の
芳
茝

を
擥
り
、
長
洲
の
宿
莽
を
搴
る
。
吾
の
古
人
に
及
ば
ざ
る
を
惜
し
み
、

吾  

誰
と
此
の
芳
草
を
玩
ば
ん
。
萹
薄
と
雜
菜
と
を
解
き
、
備
へ
て
以

て
交
佩
と
爲
す
。
佩  

繽
紛
と
し
て
以
て
繚
轉
す
る
も
、
遂
に
萎
絶
し

て
離
異
す
。
吾  

且
に
儃
佪
し
て
以
て
憂
ひ
を
娛
し
ま
し
め
、
南
人
の

變
態
を
觀
ん
と
す
。
竊
か
に
快  

中
心
に
在
り
て
、
厥
の
憑
い
き
ど
ほり
を
揚
げ

て
竢
た
ず
。
芳
と
澤
と
其
れ
雜
糅
し
、
羌  

芳
華
は
中
自
り
出
づ
。
紛

郁
郁
と
し
て
其
れ
遠
く
承
け
ら
れ
、
內
に
滿
ち
て
外
に
揚
が
る
。
情
と

質
と
信
に
保
つ
べ
く
、
羌  

蔽
な
る
に
居
る
も
聞
は
章
ら
か
な
り
。）

こ
の
部
分
か
ら
は
、
主
人
公
の
不
遇
を
示
し
つ
つ
も
現
状
を
肯
定

的
に
捉
え
よ
う
と
す
る
意
識
が
窺
え
る
。
主
人
公
の
美
點
は
芳
香
が

立
ち
昇
る
よ
う
に
表
れ
（
羌
芳
華
自
中
出
）、
暗
い
場
所
に
身
を
置
い

て
い
て
も
名
聲
は
世
に
傳
わ
る
（
羌
居
蔽
而
聞
章
）
と
さ
れ
る
。

思
美
人
篇
に
お
け
る
表
現
は
、
こ
こ
ま
で
の
部
分
で
見
て
き
た
作

品
の
性
格
を
理
解
す
る
上
で
有
效
な
視
座
を
提
供
す
る
。
思
美
人
篇

の
主
人
公
は
「
蔽
」
な
る
場
所
に
身
を
置
き
つ
つ
も
自
尊
心
を
害
う

こ
と
が
な
い
た
め
、
現
在
の
境
遇
が
あ
る
程
度
肯
定
さ
れ
る
。
林
氏

が
前
掲
書
に
お
い
て
思
美
人
篇
の
特
徴
を
「
通
篇
逍
遙
自
得
多
於
哀

怨
（
一
篇
を
通
し
て
、
氣
ま
ま
で
滿
足
げ
な
印
象
が
哀
怨
よ
り
も
強
い
）」
と

説
明
し
て
い
る
の
も
、
こ
う
し
た
側
面
に
着
目
し
た
た
め
で
あ
ろ
う）

21
（

。

思
美
人
篇
の
「
遵
江
夏
以
娛
憂
」
は
哀
郢
篇
に
見
え
る
「
遵
江
夏

以
流
亡
」
と
同
じ
く
江
水
や
夏
水
の
流
れ
に
沿
っ
て
移
動
す
る
こ
と

を
表
す
が
、
郢
へ
の
言
及
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
汪
瑗
が
指
摘
す
る

通
り
望
郷
意
識
も
讀
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
こ
れ
も
右
で
述
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べ
た
特
徴
と
無
關
係
で
は
な
い
。

哀
郢
・
抽
思
の
二
篇
で
は
叶
う
こ
と
の
な
い
歸
郷
へ
の
望
み
が
述

べ
ら
れ
る
た
め
、
主
人
公
が
現
状
に
滿
足
し
て
い
る
と
は
考
え
に
く

く
、
思
美
人
篇
と
の
間
に
は
大
き
な
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
渉

江
篇
で
は
隱
棲
の
意
思
が
表
明
さ
れ
、
主
人
公
が
自
ら
の
不
遇
を
進

ん
で
受
け
入
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
望
郷
意
識
と
は
異
な
る
志
向
で

あ
ろ
う
。
望
郷
以
外
の
意
識
が
表
れ
て
い
る
こ
と
は
、
思
美
人
篇
も

ま
た
同
樣
で
あ
る
。
更
に
懷
沙
篇
で
は
感
情
の
抑
制
が
、
悲
回
風
篇

で
は
修
辭
的
配
慮
が
認
め
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
二
篇
の
制
作
に
關

わ
っ
た
人
物
が
哀
郢
篇
や
抽
思
篇
を
作
っ
た
人
物
と
は
異
な
る
背
景

を
有
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

三
―
四　

そ
の
他
の
作
品
に
つ
い
て

「
九
章
」
に
は
す
で
に
檢
討
し
た
六
篇
以
外
に
も
惜
誦
篇
・
惜
往

日
篇
・
橘
頌
篇
が
あ
る
。
本
稿
の
冒
頭
で
「
九
章
」
が
地
上
や
河
川

に
お
け
る
移
動
の
描
寫
を
含
む
こ
と
を
述
べ
た
が
、
こ
こ
ま
で
の
部

分
で
檢
討
し
て
き
た
六
篇
が
概
ね
こ
の
條
件
を
滿
た
す
の
に
對
し
、

惜
誦
以
下
の
三
篇
に
お
け
る
状
況
は
異
な
る
。
各
篇
に
見
ら
れ
る
表

現
の
う
ち
、
本
稿
の
論
旨
に
關
わ
る
部
分
を
以
下
に
ま
と
め
て
お

く
。

惜
誦
篇
の
八
十
句
目
「
心
鬱
結
而
紆
軫
（
心  

鬱
結
し
て
紆
軫
す
）」

は
、
前
掲
の
懷
沙
篇
冒
頭
部
分
に
見
え
る
「
鬱
結
紆
軫
兮
」
に
類
似

す
る
が
、
懷
沙
篇
と
異
な
り
主
人
公
が
移
動
し
て
い
る
樣
子
は
讀
み

取
れ
な
い
。
惜
誦
篇
の
末
尾
に
は
「
矯
玆
媚
以
私
處
兮
、
願
曾
思
而

遠
身
（
玆
の
媚
を
矯あ

げ
て
以
て
私
か
に
處
り
、
思
ひ
を
曾
ね
て
身
を
遠
ざ
け

ん
こ
と
を
願
ふ
）」
と
い
う
表
現
が
あ
り
、
元
來
身
を
置
い
て
い
た
場

所
か
ら
自
ら
離
れ
よ
う
と
い
う
意
思
が
示
さ
れ
る
。
こ
れ
は
故
郷
へ

の
執
着
を
示
す
㊀
の
表
現
と
は
性
質
を
異
に
し
て
い
る
。

惜
往
日
篇
の
十
五
・
十
六
句
目
に
は
「
弗
參
驗
以
考
實
兮
、
遠
遷

臣
而
弗
思
（
參
驗
し
て
以
て
實
を
考
へ
ず
、
遠
く
臣
を
遷
し
て
思
は
ず
）」

と
い
う
表
現
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
主
君
へ
の
批
判
や
放
逐
と
い
う
處

遇
に
對
す
る
不
滿
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
㊀
の
表
現
の
よ
う
に
遠

方
へ
と
去
っ
て
い
く
こ
と
を
躊
躇
い
歸
還
を
望
む
の
で
は
な
い
。
と

こ
ろ
で
、
哀
郢
篇
の
六
十
四
・
六
十
五
句
目
に
も
「
信
非
吾
罪
而
棄

逐
兮
、
何
日
夜
而
忘
之
（
信
に
吾
が
罪
に
非
ず
し
て
棄
逐
さ
る
、
何
ぞ
日

夜 

之
を
忘
れ
ん
）」
と
あ
り
、
放
逐
に
對
す
る
不
滿
が
述
べ
ら
れ
る

が
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
「
亂
曰
、
曼
余
目
以
流
觀
兮
、
冀
壹
反
之
何

時
。
鳥
飛
反
故
郷
兮
、
狐
死
必
首
丘
（
亂
に
曰
く
、
余
が
目
を
曼と
ほ
く
し

て
以
て
流
觀
し
、
壹
た
び
反
ら
ん
こ
と
を
冀
ふ
も
之
れ
何
れ
の
時
な
ら
ん
。

鳥
は
飛
び
て
故
郷
に
反
り
、
狐
は
死
す
る
に
必
ず
丘
を
首
に
す
）」
と
歸
還
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楚
辭
「
九
章
」
に
お
け
る
望
郷
（
榊
原
）

を
願
う
言
辭
が
見
ら
れ
る
。
惜
往
日
篇
に
お
け
る
表
現
は
哀
郢
篇
と

異
な
り
、
周
圍
の
文
脈
か
ら
望
郷
意
識
が
讀
み
取
れ
な
い
。

橘
頌
篇
は
十
五
・
十
六
句
目
に
「
紛
縕
宜
脩
、
姱
而
不
醜
兮
（
紛

縕
と
し
て
宜
脩
に
し
て
、
姱
に
し
て
醜
か
ら
ず
）」
と
あ
る
よ
う
に
橘
の

美
質
を
褒
め
稱
え
る
作
品
で
あ
り
、
も
と
よ
り
不
遇
の
人
物
の
心
情

を
詠
う
作
品
で
は
な
い
。
主
人
公
の
移
動
に
も
言
及
さ
れ
ず
、
む
し

ろ
「
受
命
不
遷
、
生
南
國
兮
（
命
を
受
け
て
遷
ら
ず
、
南
國
に
生
ず
）」

の
よ
う
に
江
南
の
地
か
ら
動
く
こ
と
の
な
い
橘
の
樣
子
が
述
べ
ら
れ

る
。上

記
三
篇
に
は
郢
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
ず
、
歸
還
へ
の
願
い
が
示

さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。
こ
れ
は
本
文
の
み
な
ら
ず
注
に
お
い
て
も
同

樣
で
あ
る
た
め
、
㊀
に
も
㊁
に
も
該
當
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

ら
の
篇
に
お
け
る
表
現
に
つ
い
て
は
別
途
詳
し
い
議
論
が
必
要
で
あ

ろ
う
が
、
本
稿
で
は
望
郷
意
識
の
有
無
と
い
う
觀
點
か
ら
㊂
に
含
め

て
お
く
。四　

後
世
の
作
品
に
お
け
る
「
郢
」

こ
こ
ま
で
、「
九
章
」
九
篇
で
は
望
郷
と
い
う
主
題
が
決
し
て
普

遍
的
で
な
い
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
か
か
る
樣
相
を
作
者
の
境
遇
以

外
の
方
法
に
よ
っ
て
説
明
す
る
た
め
に
は
、
後
世
の
楚
辭
作
品
に
も

目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。

「
九
章
」
以
降
に
作
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
作
品
群
の
中
で
も
、
望

郷
意
識
が
表
明
さ
れ
る
作
品
は
決
し
て
多
く
な
い
。
郢
へ
の
言
及
が

見
ら
れ
る
作
品
の
數
は
更
に
限
定
さ
れ
る
。
郢
を
故
郷
と
し
て
提
示

す
る
表
現
が
確
認
で
き
る
の
は
、
劉
向
の
作
と
傳
わ
る
「
九
歎
」
九

篇
と
王
逸
の
作
と
傳
わ
る
「
九
思
」
九
篇
の
う
ち
、
一
部
の
篇
の
み

で
あ
る
。
郢
へ
の
言
及
例
は
と
り
わ
け
「
九
歎
」
に
多
く
、
た
と
え

ば
憂
苦
篇
の
末
尾
に
は
以
下
の
よ
う
な
形
で
見
え
る
。

邅
彼
南
道
兮
、
征
夫
宵
行
。
思
念
郢
路
兮
、
還
顧
睠
睠
。
涕
流

交
集
兮
、
泣
下
漣
漣
。
歎
曰
、
登
山
長
望
、
中
心
悲
兮
。
菀
彼

青
青
、
泣
如
頹
兮
。
留
思
北
顧
、
涕
漸
漸
兮
。
折
銳
摧
矜
、
凝

氾
濫
兮
。
念
我
煢
煢
、
魂
誰
求
兮
。
僕
夫
慌
悴
、
散
若
流
兮
。

（
彼
の
南
道
を
邅
り
、
征
夫  

宵
行
す
。
郢
路
を
思
念
し
、
還
顧
し
て
睠

睠
た
り
。
涕  

流
れ
て
交
ご
も
集
ま
り
、
泣  

下
り
て
漣
漣
た
り
。
歎
に

曰
く
、
山
に
登
り
て
長
望
し
、
中
心  

悲
し
む
。
菀
と
し
て
彼
の
青
青

た
る
、
泣  

頹く
づ

る
る
が
ご
と
し
。
思
ひ
を
留
め
て
北
の
か
た
顧
み
、
涕  

漸
漸
た
り
。
銳
き
を
折
り
矜
な
る
を
摧
き
、
凝
と
し
て
氾
濫
す
。
我
の

煢
煢
た
る
を
念
ふ
、
魂  

誰
を
か
求
む
る
。
僕
夫  

慌
悴
し
て
、
散
じ
て

流
る
る
が
若
し
。）
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中
國
文
學
硏
究
　
第
四
十
八
期

郢
に
對
す
る
望
郷
意
識
は
「
九
章
」
の
哀
郢
篇
・
抽
思
篇
に
特

徴
的
な
要
素
で
あ
っ
た
が
、「
九
歎
」
で
は
上
記
二
篇
に
類
似
す
る

表
現
が
複
數
見
ら
れ
る）

22
（

。
ま
た
離
世
篇
の
「
顧
瞻
郢
路
、
終
不
返

兮
（
郢
路
を
顧
瞻
す
る
も
、終
に
返
ら
ず
）」
や
愍
命
篇
の
「
山
中
幽
險
、

郢
路
遠
兮
（
山
中
幽
險
に
し
て
、
郢
路
遠
し
）」
な
ど
、「
九
章
」
の
二

篇
に
共
通
し
て
見
ら
れ
た
「
郢
路
」
の
用
例
が
多
い
。

「
九
歎
」
は
「
覽
屈
氏
之
離
騷
兮
、
心
哀
哀
而
怫
鬱
（
屈
氏
の
離
騷

を
覽
れ
ば
、
心  

哀
哀
と
し
て
怫
鬱
す
）」（
惜
賢
篇
）
や
「
歎
離
騷
以
揚

意
兮
、
猶
未
殫
於
九
章
（
離
騷
を
歎
じ
て
以
て
意
を
揚
ぐ
れ
ど
も
、
猶
ほ

未
だ
九
章
に
は
殫
く
さ
ず
）」（
憂
苦
篇
）
な
ど
の
よ
う
に
、
楚
辭
作
品

の
中
で
唯
一
つ
屈
原
と
「
離
騷
」「
九
章
」
と
の
關
係
を
明
示
す
る

作
品
群
で
あ
る
。
し
か
し
屈
原
が
「
離
騷
」
な
ど
を
作
っ
た
こ
と
を

述
べ
る
資
料
は
『
史
記
』
屈
原
賈
生
列
傳
の
「
屈
平
疾
王
聽
之
不
聰

也
、
讒
諂）

23
（

之
蔽
明
也
、
邪
曲
之
害
公
也
、
方
正
之
不
容
也
、
故
憂
愁

幽
思
而
作
離
騷
（
屈
平  

王
の
聽
く
こ
と
聰
か
ら
ず
、
讒ざ
ん
諂て
ん
の
明
を
蔽
ひ
、

邪
曲
の
公
を
害
し
、
方
正
の
容
れ
ら
れ
ざ
る
を
疾
む
。
故
に
憂
愁
幽
思
し
て

離
騷
を
作
る
）」
や
「
太
史
公
曰
、
余
讀
離
騷
天
問
招
魂
哀
郢
、
悲
其

志
（
太
史
公
曰
く
、
余  

離
騷
・
天
問
・
招
魂
・
哀
郢
を
讀
み
、
其
の
志
を

悲
し
む
）」
な
ど
と
い
う
記
述
が
最
初
の
も
の
で
あ
る）
24
（

。『
史
記
』
で

言
及
さ
れ
る
「
九
章
」
の
作
品
が
哀
郢
・
懷
沙
の
二
篇
の
み
で
あ

り
、
前
掲
の
「
九
歎
」
憂
苦
篇
の
一
節
が
「
九
章
」
と
い
う
語
を
記

す
最
初
の
例
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
該
篇
の
成
立
が
「
九
章
」

九
篇
竝
び
に
『
史
記
』
よ
り
遲
れ
る
と
い
う
推
測
が
成
り
立
つ）

25
（

。

さ
て
王
逸
の
作
と
さ
れ
る
「
九
思
」
に
も
遭
厄
篇
の
「
悼
屈
子
兮

遭
厄
、
沈
玉
躬
兮
湘
汨
（
屈
子
の
厄
に
遭
ひ
、
玉
躬
を
湘
汨
に
沈
め
た
る

を
悼
む
）」
の
よ
う
に
、
屈
原
の
故
事
を
踏
ま
え
た
表
現
が
見
ら
れ

る
。
郢
を
故
郷
と
し
て
提
示
す
る
例
と
し
て
は
、
同
篇
の
「
攀
天
階

兮
下
視
、
見
鄢
郢
兮
舊
宇
。
意
逍
遙
兮
欲
歸
、
衆
穢
盛
兮
沓
沓
。
思

哽
饐
兮
詰
詘
、
涕
流
瀾
兮
如
雨
（
天
階
を
攀
ぢ
て
下
視
し
、
鄢
郢
の
舊

宇
を
見
る
。
意  

逍
遙
と
し
て
歸
ら
ん
と
欲
す
れ
ど
も
、
衆
穢  

盛
ん
に
し
て

沓
沓
た
り
。
思
ひ
哽か
う
饐え
つ
し
て
詰
詘
し
、
涕  

流
瀾
し
て
雨
の
ご
と
し
）」
が

擧
げ
ら
れ
る
。

『
楚
辭
章
句
』「
離
騷
」
敘
に
「
逮
至
劉
向
典
校
經
書
、
分
以
爲
十

六
卷
（
劉
向  

經
書
を
典
校
す
る
に
逮お

至よ

び
、
分
か
ち
て
以
て
十
六
卷
と
爲

す
）」
と
あ
る
通
り
、
王
逸
の
み
な
ら
ず
劉
向
も
楚
辭
作
品
の
編
纂

に
關
わ
っ
て
い
た
。「
九
歎
」「
九
思
」
の
作
者
と
さ
れ
る
二
人
は

書
物
と
し
て
の
楚
辭
が
結
實
し
つ
つ
あ
る
時
代
を
生
き
た
人
物
で

あ
り
、
楚
辭
文
學
史
の
後
期
あ
る
い
は
末
期
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。

「
九
章
」
を
除
く
楚
辭
作
品
の
う
ち
、
郢
を
故
郷
と
し
て
提
示
す
る

句
の
出
現
例
が
「
九
歎
」「
九
思
」
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
何
を
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楚
辭
「
九
章
」
に
お
け
る
望
郷
（
榊
原
）

意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
史
記
』
に
は
哀
郢
篇
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
る
が
、
屈
原
が
郢
へ

の
歸
還
を
願
っ
た
こ
と
は
明
記
さ
れ
な
い
。
か
か
る
故
事
は
「
九

章
」
各
篇
を
屈
原
の
作
品
と
し
て
解
釋
す
る
際
に
顯
在
化
す
る
。
作

品
本
文
の
み
を
見
た
場
合
、
筆
者
が
設
け
た
三
分
類
の
う
ち
㊀
に
該

當
す
る
表
現
に
は
望
郷
意
識
が
明
瞭
に
表
れ
る
が
屈
原
と
の
關
連
が

不
明
瞭
で
あ
り
、
㊁
は
屈
原
の
み
な
ら
ず
望
郷
意
識
と
の
關
連
も
明

ら
か
で
な
い
。
い
ず
れ
も
王
逸
の
序
文
や
注
釋
に
よ
る
情
報
の
補
足

が
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
望
郷
意
識
を
屈
原
自
身
の
も
の
と
す

る
か
否
か
は
作
品
解
釋
の
次
元
に
屬
す
る
問
題
と
い
う
こ
と
に
な
る

が
、「
九
歎
」
や
「
九
思
」
の
制
作
に
も
ま
た
「
九
章
」
を
は
じ
め

と
す
る
先
行
作
品
の
解
釋
が
反
映
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る）

26
（

。

郢
に
對
す
る
望
郷
意
識
は
「
九
章
」
各
篇
の
制
作
の
時
點
で
は

一
般
化
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
状
況
は
各
篇
が
解
釋
さ
れ
る
段
階

に
至
っ
て
變
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
九
歎
」
に
お
け
る
屈
原
や

「
九
章
」
へ
の
言
及
は
、
前
漢
中
期
か
そ
れ
以
降
に
、
屈
原
故
事
の

形
成
と
「
九
章
」
へ
の
理
解
が
か
な
り
進
ん
だ
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

「
九
歎
」
と
「
九
思
」
に
お
け
る
表
現
は
、
郢
に
對
す
る
望
郷
意
識

が
、
作
者
の
想
像
す
る
「
屈
原
の
心
情
」
と
し
て
明
確
に
語
り
直
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

五　

お
わ
り
に

冒
頭
に
述
べ
た
通
り
、「
九
章
」
各
篇
に
お
け
る
作
風
の
相
違
は

前
近
代
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
屈
原
の
心
情
の
變
化
に

よ
る
も
の
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
た
。
本
稿
で
は
心
情
表
現
の
う
ち

望
郷
意
識
の
表
明
に
着
目
し
、
特
定
の
作
者
か
ら
切
り
離
し
て
考
察

を
加
え
た
。
望
郷
意
識
自
體
は
從
來
の
注
釋
や
研
究
で
も
注
目
さ
れ

て
い
た
が
、
作
者
の
境
遇
以
外
の
觀
點
か
ら
各
篇
に
お
け
る
具
體
的

な
相
違
が
記
述
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
望
郷
意
識
の
樣
相
を
三

つ
に
分
類
し
て
分
析
を
加
え
た
結
果
、
哀
郢
・
抽
思
の
二
篇
で
は
郢

へ
の
歸
還
を
望
む
心
情
が
明
示
さ
れ
る
が
、
他
篇
で
は
同
樣
の
特
徴

が
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

續
い
て
、
か
か
る
相
違
を
含
む
作
品
群
が
屈
原
作
の
「
九
章
」
と

し
て
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
の
背
景
に
考
察
を
加
え
た
。
屈
原
故
事
の

形
成
と
流
布
は
『
史
記
』
屈
原
賈
生
列
傳
と
い
う
資
料
の
出
現
に
象

徴
さ
れ
る
が
、
こ
れ
と
相
前
後
し
て
始
ま
っ
た
「
九
章
」
解
釋
の
過

程
で
、
屈
原
と
郢
を
結
び
付
け
る
傾
向
が
生
ま
れ
た
と
推
測
で
き

る
。
筆
者
は
前
漢
中
期
以
降
に
制
作
さ
れ
た
「
九
歎
」「
九
思
」
に

お
い
て
、「
九
章
」
で
は
一
般
化
し
て
い
な
か
っ
た
郢
に
對
す
る
望

郷
意
識
が
屈
原
故
事
の
一
部
と
し
て
強
調
さ
れ
、「
九
章
」
各
篇
に
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對
す
る
王
逸
注
の
一
部
に
も
同
樣
の
傾
向
が
現
れ
た
と
考
え
る
。

本
稿
に
お
け
る
分
析
は
、「
九
章
」
各
篇
を
屈
原
の
境
遇
か
ら
切

り
離
し
て
理
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
漢
代
に
流
布
し
た
屈
原
故
事
と

楚
辭
作
品
と
の
關
係
を
理
解
す
る
た
め
の
端
緒
を
開
い
た
と
言
え

る
。「
九
章
」
に
お
け
る
望
郷
以
外
の
要
素
や
「
九
歎
」「
九
思
」
各

篇
の
特
徴
な
ど
、
本
稿
で
十
分
に
檢
討
で
き
な
か
っ
た
問
題
は
複
數

存
在
す
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
順
次
論
じ
て
い
く

こ
と
と
し
た
い
。

注（
１
） 「
九
章
」
の
一
部
の
篇
が
「
離
騷
」
と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
は
大
野
圭

介
氏
が
「『
楚
辭
』
九
章
諸
篇
に
お
け
る
主
人
公
の
彷
徨
」（『
富
山
大
學

人
文
學
部
紀
要
』
第
五
三
號
、
二
〇
一
〇
年
）
に
お
い
て
指
摘
し
て
い
る
。

（
２
） 

本
稿
に
お
け
る
『
史
記
』
の
引
用
に
は
百
衲
本
二
十
四
史
『
史
記
』

（
臺
灣
商
務
印
書
館
、
一
九
六
七
年
）
を
用
い
、
校
勘
す
る
際
は
そ
の
都

度
注
記
す
る
。
以
下
、
漢
籍
に
お
け
る
異
體
字
は
正
體
で
統
一
す
る
。

（
３
） 

以
下
、
本
稿
に
お
け
る
王
逸
の
序
文
や
注
の
引
用
に
は
馮
紹
祖
觀
妙

齋
刊
本
『
楚
辭
章
句
』（
藝
文
印
書
館
、
一
九
六
七
年
）
を
使
用
す
る
。

（
４
） 

林
庚
『
詩
人
屈
原
及
其
作
品
研
究
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
一

年
、
一
四
四
頁
注
。
な
お
、
近
年
の
中
國
で
は
林
氏
の
よ
う
な
説
を
退

け
、「
九
章
」
の
全
て
の
篇
を
屈
原
作
と
す
る
研
究
が
主
流
と
な
っ
て
い

る
。
任
強
・
潘
嘯
龍
「
屈
原
《
九
章
》
眞
僞
問
題
探
討
」（『
淮
北
煤
炭

師
範
學
院
學
報
』
哲
學
社
會
科
學
版
、
二
〇
一
〇
年
、
第
五
期
）
な
ど

を
參
照
。

（
５
） 

岡
村
繁
「
楚
辭
と
屈
原
―
ヒ
ー
ロ
ー
と
作
者
と
の
分
離
に
つ
い
て
―
」

『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
一
八
集
、
一
九
六
六
年
。

（
６
） 

小
南
一
郎
『
楚
辭
と
そ
の
注
釋
者
た
ち
』
朋
友
書
店
、
二
〇
〇
三
年
、

二
七
頁
。

（
７
） 

引
用
に
は
京
都
大
學
漢
籍
善
本
叢
書
『
楚
辭
集
解
』（
同
朋
舍
出
版
、

一
九
八
四
年
）
を
用
い
た
。

（
８
） 『
楚
辭
餘
論
』
下
卷
。
該
當
箇
所
の
原
文
は
「
餘
謂
九
章
雜
作
於
懷
襄

之
世
、
其
遷
逐
固
不
皆
在
江
南
、
即
頃
襄
遷
之
江
南
、
而
往
來
行
吟
、

亦
非
一
處
。
諸
篇
詞
意
皎
然
、
非
好
爲
異
也
」。
引
用
に
は
『
楚
辭
文
獻

集
成
』（
第
二
十
五
册
、
廣
陵
書
社
、
二
〇
〇
八
年
）
所
收
の
も
の
を
用

い
た
。

（
９
） 

淺
野
通
有
「
自
序
系
楚
辭
文
學
の
系
統
―
九
章
諸
編
の
僞
託
問
題
に

關
す
る
一
試
論
―
」（『
國
學
院
雜
誌
』
第
六
八
卷
、
第
九
號
）、
竹
治
貞

夫
『
楚
辭
研
究
』（
風
間
書
房
、
一
九
七
八
年
）
下
篇
第
二
章
な
ど
を
參

照
。

（
10
） 

武
王
五
十
一
年
の
條
に
「
武
王
卒
師
中
而
兵
罷
。
子
文
王
熊
貲
立
、

始
都
郢
」
と
あ
り
、『
史
記
正
義
』
に
引
く
『
括
地
志
』
に
は
「
紀
南
故

城
在
荊
州
江
陵
縣
北
五
十
里
」
な
ど
と
あ
る
。
孝
烈
王
二
十
二
年
の
條

に
は
「
楚
東
徙
都
壽
春
、
命
曰
郢
」
と
あ
る
。

（
11
） 
作
品
本
文
の
引
用
に
は
『
四
部
叢
刊
』
所
收
『
楚
辭
補
注
』（
臺
灣
商

務
印
書
館
、
一
九
六
五
年
）
を
使
用
し
、
校
勘
の
際
は
そ
の
都
度
注
記

す
る
。
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原
）

（
12
） 

こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
朱
熹
が
『
楚
辭
集
注
』
に
お
い
て
「
…
…

長
楸
所
謂
故
國
之
喬
木
、
使
人
顧
望
徘
徊
不
忍
去
也
。
淫
淫
、
流
皃
。

夏
首
、
夏
水
口
也
。
浮
不
進
之
而
自
流
也
。
龍
門
、
楚
都
南
關
三
門
、

一
名
龍
門
、
一
名
脩
門
、
回
望
而
不
見
都
門
、
則
其
悲
愈
甚
矣
」
と
説

い
て
い
る
。
引
用
に
は
『
楚
辭
文
獻
集
成
』
第
三
册
『
楚
辭
集
注
』（
廣

陵
書
社
、
二
〇
〇
八
年
）
を
使
用
し
た
。

（
13
） 

底
本
は
「
淼
」
の
字
を
缺
く
。『
四
部
備
要
』
所
收
『
楚
辭
補
注
』（
竹

治
貞
夫
編
輯
『
楚
辭
索
引
・
楚
辭
補
注
：
附
索
引
』
中
文
出
版
社
、
一

九
七
九
年
）
に
よ
っ
て
補
っ
た
。

（
14
） 

岡
村
氏
は
「
楚
辭
文
學
に
お
け
る
『
抽
思
』
の
位
置
」（『
集
刊
東
洋

學
』
第
一
六
號
、
一
九
六
七
年
）
に
お
い
て
、
現
行
の
抽
思
篇
が
元
來

は
異
な
る
二
篇
の
作
品
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
の
問
題

に
立
ち
入
ら
な
い
が
、
一
篇
が
複
數
の
段
階
を
經
て
成
立
し
た
可
能
性

は
他
篇
に
つ
い
て
も
考
え
ら
れ
る
。

（
15
） 

姜
亮
夫
『
屈
原
賦
校
注
』（
人
民
文
學
出
版
社
、
一
九
五
七
年
）
四
〇

八
頁
に
「
容
與
猶
猶
豫
、
不
進
之
貌
、
詳
離
騷
篇
」
と
あ
る
。
こ
れ
は

「
離
騷
」
の
「
心
猶
豫
而
狐
疑
兮
、
欲
自
適
而
不
可
」
に
對
す
る
「
猶
豫
、

不
定
也
」
と
い
う
注
を
踏
ま
え
る
（
一
〇
〇
頁
）。

（
16
） 

中
島
千
秋
氏
は
『
賦
の
成
立
と
展
開
』（
關
洋
紙
店
印
刷
所
、
一
九
六

三
年
）
第
三
章
第
二
節
に
お
い
て
、
楚
辭
作
品
に
お
け
る
移
動
の
描
寫

を
「
道
行
文
」
と
呼
び
、
こ
れ
を
抒
情
の
た
め
の
一
手
段
と
し
て
理
解

し
て
い
る
。

（
17
） 

大
野
圭
介
「
隱
棲
と
死
― 

『
九
章
』
諸
篇
の
主
題
に
つ
い
て
―
」（
大

野
圭
介
主
編
『『
楚
辭
』
と
楚
文
化
の
總
合
的
研
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇

一
四
年
）
一
七
〇
頁
に
指
摘
が
あ
る
。

（
18
） 

清
の
王
夫
之
は
『
楚
辭
通
釋
』（
國
立
國
會
圖
書
館
藏
、
船
山
遺
書
本
）

に
お
い
て
「
君
子
獨
懷
芳
而
不
采
、
宵
而
不
安
於
寢
、
旦
而
怡
於
遊
、

終
不
釋
于
懷
抱
」
と
解
釋
し
て
い
る
。

（
19
） 

小
南
氏
は
注
６
前
掲
書
第
四
章
「
王
逸
『
楚
辭
章
句
』
と
楚
辭
文
藝

の
傳
承
」（
初
出
は
『
東
方
學
報
』
第
六
三
册
、
一
九
九
五
年
）
に
お
い

て
、
四
字
の
短
文
で
構
成
さ
れ
た
注
が
王
逸
以
前
の
人
物
に
よ
っ
て
記

さ
れ
た
と
推
測
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
便
宜
的
に
『
楚
辭
章
句
』
内

の
注
を
全
て
王
逸
の
も
の
と
し
て
扱
う
。

（
20
） 

中
島
氏
前
掲
書
二
三
五
頁
、
竹
治
氏
前
掲
書
七
九
一
頁
。
な
お
、
竹

治
氏
は
作
中
の
擬
聲
語
や
擬
態
語
を
「
愁
鬱
鬱
」
の
よ
う
に
「
三
字
の

形
状
語
」
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
概
念
の
詳
細
に
つ
い
て
は
上

篇
第
四
章
第
四
節
を
參
照
。

（
21
） 

注
４
に
同
じ
。

（
22
） 

そ
の
他
、「
九
歎
」
に
お
け
る
哀
郢
篇
の
類
似
表
現
は
聞
一
多
氏
の
遺

稿
「
論
九
章
」（
孫
黨
伯
、
袁
謇
正
主
編
『
聞
一
多
全
集
』
五
、
楚
辭

編
・
樂
府
詩
編
、
湖
北
人
民
出
版
社
、
一
九
九
四
年
。
初
出
は
『
社
會

科
學
戰
線
』
一
九
八
一
年
、
第
一
期
）
の
付
表
に
お
い
て
複
數
擧
げ
ら

れ
て
い
る
。

（
23
） 

底
本
で
は
「
謟
」
に
作
る
が
、
點
校
本
二
十
四
史
修
訂
本
『
史
記
』

（
中
華
書
局
、
二
〇
一
四
年
）
に
從
い
改
め
た
。

（
24
） 
矢
田
尚
子
氏
は
『
楚
辭
「
離
騷
」
を
讀
む
―
悲
劇
の
忠
臣
・
屈
原
の

人
物
像
を
め
ぐ
っ
て
―
』
第
八
章
「
王
逸
『
楚
辭
章
句
』
以
前
の
屈
原

評
價
」（
東
北
大
學
出
版
會
、
二
〇
一
八
年
。
初
出
は
『
中
國
楚
辭
學
』



74

中
國
文
學
硏
究
　
第
四
十
八
期

第
十
九
輯
、
二
〇
一
三
年
）
に
お
い
て
、「『
史
記
』
屈
原
賈
生
列
傳
に

お
い
て
司
馬
遷
は
、「
離
騷
」
を
屈
原
の
自
傳
的
作
品
と
見
な
し
て
お
り
、

こ
こ
に
至
っ
て
初
め
て
「
離
騷
」
と
い
う
楚
辭
作
品
と
屈
原
と
い
う
人

物
と
を
結
び
付
け
る
解
釋
の
存
在
が
明
確
に
示
さ
れ
る
」
と
述
べ
る
（
二

一
五
頁
）。

（
25
） 

劉
永
濟
『
屈
賦
通
箋  

附
箋
屈
餘
義
』（
人
民
文
學
出
版
社
、
一
九
六

一
年
、
一
五
二
頁
）
は
憂
苦
篇
の
「
猶
未
殫
於
九
章
」
な
ら
び
に
王
逸

注
を
、
屈
原
の
死
亡
時
に
「
九
章
」
九
篇
が
未
完
で
あ
っ
た
こ
と
と
し

て
解
釋
す
る
が
、
本
稿
で
は
竹
治
氏
前
掲
書
（
一
四
五
頁
）
の
、「
九
章

を
敍
べ
つ
く
さ
ぬ
う
ち
に
、
涙
が
溢
れ
出
た
」
と
い
う
解
釋
を
採
っ
た
。

（
26
） 

黄
松
毅
氏
は
「
论
《
楚
辭
章
句
》
中
的
汉
代
拟
骚
作
品
」（『
广
西
民

族
學
院
學
报
』（
哲
學
社
會
科
學
版
、
二
〇
〇
二
年
、
第
三
期
）
に
お
い

て
「
九
歎
」
や
「
九
思
」
な
ど
漢
代
に
制
作
さ
れ
た
模
擬
的
作
品
を
「
汉

代
拟
骚
作
品
」
と
呼
び
、「
这
些
作
品
虽
是
以
摸
拟
为
主
，
然
而
在
创
作

中
，
作
家
有
意
无
意
地
吸
纳
或
排
斥
原
作
品
的
某
些
内
容
，
从
这
种
反

应
中
，
我
们
可
以
窥
见
他
们
是
如
何
理
解
屈
原
及
其
作
品
的
…
…
」
と

述
べ
る
。
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Zhang 

九
章: Focusing on Ying 

郢

摘
　
要
：
以
往
學
者
认
为
《
九
章
》
全
为
屈
原
所
作
的
，
此
看
法
可

以
说
是
从
王
逸
《
楚
辭
章
句
》
以
來
的
通
说
。
然
在
我
國
近
年
研

究
中
，
以
《
九
章
》
大
部
分
为
屈
原
以
外
之
人
所
作
的
看
法
占
优

势
。
本
文
也
认
为
《
九
章
》
各
篇
中
所
表
现
出
的
感
情
不
必
出
自

屈
原
本
人
，
同
时
针
对
各
篇
中
的
描
寫
特
征
，
发
现
对
故
乡
强
烈

的
怀
戀
只
在
《
哀
郢
》、《
抽
思
》
两
篇
中
可
以
明
显
看
出
，
而

在
其
他
作
品
中
只
被
暗
示
，
或
者
完
全
未
被
提
及
。
在
《
九
章
》

中
、
乃
至
《
楚
辭
章
句
》
所
载
的
所
有
作
品
中
，
怀
乡
，
尤
其
是

怀
〝
郢
〞
这
一
感
情
并
不
具
有
普
遍
性
。
本
文
又
推
测
一
些
汉
代

楚
辭
作
家
取
法
《
九
章
》
中
的
怀
乡
词
句
而
代
言
屈
原
的
感
情
。
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类
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描
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《
楚
辭
章
句
》


